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都市計画道路
浦和野田線（元荒川工区）

【問合せ先】

令和8年2月13日、14日 北越谷地区センター

2月15日 荻島地区センター

浦和野田線元荒川工区では、地域の方々からオープンハウス型説明会で御意見を伺

いながら、整備を進めています。（元荒川工区 進め方参照）

第2回では、騒音対策と出津橋周辺の道路の横断手法に関する対策素案を提示し、御

意見をいただきました。

第3回では、前回（第2回）いただいた御意見を踏まえ、騒音対策と出津橋周辺の道

路の横断手法を再検討しました。

つきましては、検討結果について御意見いただき、今後対策案の選定を行う際の参

考としたいと考えています。

横断図
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• 前回（第２回）は、提示した５つの対策素案に対して、多くの御意見をいただきまし
たが、より円滑な道路横断手法を求める御意見が見受けられました。

• 一方で、出津橋を管理する越谷市は「架換えに当たっては、利用実態を踏まえ、地元
住民の意見を伺いながら拡幅等を検討していく」としています。

• これらの状況を踏まえ、今回（第３回）は出津橋横断後、車いす利用者も歩行者と同
じ動線で道路を円滑に横断できる新しい手法の検討を行いました。

出津橋周辺の円滑な横断手法について

文教大学

出津橋

北越谷小学校

大間野南荻島線

国道4号方面

東武スカイツリーライン方面

元荒川

文教大学

案6：計画道路を嵩上げして、道路上を平坦かつほぼ直線的に横断する案

緩やかな勾配(2.0%以下)

後日、上記2次元コードから案6の走行動
画等を御覧いただけます。

大落古利根川

（都）浦和野田線元荒川工区

※表示している内容は素案であり、
確定していることではない

スロープ
（車いす利用者・
自転車通行可能）

階段

高低差最大約1.7m



No.1 No.2 No.3 No.4

昼間１F高さ 52ｄB 51ｄB 68ｄB 49ｄB

夜間１F高さ 48ｄB 47ｄB 64ｄB 45ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間１F高さ

夜間１F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：70ｄB

夜間：65ｄB

No.1 No.2 No.3 No.4

昼間２F高さ 61ｄB 67ｄB 68ｄB 67ｄB

夜間２F高さ 57ｄB 63ｄB 64ｄB 63ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間２F高さ

夜間２F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：70ｄB

夜間：65ｄB

No.1 No.2 No.3 No.4

昼間１F高さ 53ｄB 53ｄB 61ｄB 53ｄB

夜間１F高さ 49ｄB 49ｄB 57ｄB 49ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間１F高さ

夜間１F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：60ｄB

夜間：55ｄB

No.3のみ

昼間：65ｄB

夜間：60ｄB

No.1 No.2 No.3 No.4

昼間２F高さ 53ｄB 54ｄB 62ｄB 54ｄB

夜間２F高さ 49ｄB 50ｄB 57ｄB 50ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間２F高さ

夜間２F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：60ｄB

夜間：55ｄB

No.3のみ

昼間：65ｄB

夜間：60ｄB

生活環境対策のうち騒音対策ついて

• 今回（第３回）は沿道に接する建物の影響を考慮しない条件としたことで、前回（第２回：建物の影響を一定程度考慮）と比較して厳しい騒音予測条件となりました。
• 騒音予測の結果、歩車道境界に高さ２ｍの遮音壁、官民境界に高さ３ｍの遮音壁を「設置箇所図」のとおり設置することで、各予測地点で環境基準値を下回りました。
• なお、No.3は遮音壁がなくても環境基準値を下回りました。

No.1 No.３No.４No.２

遮音壁設置区間

官民境界から30m地点

官民境界

赤線：遮音壁設置箇所
遮音壁設置箇所図

No.1 No.３No.４No.２

遮音壁設置区間

官民境界から30m地点

官民境界

青線：遮音壁設置箇所
遮音壁設置箇所図

※地域によって定められている環境基準値が異なります※地域によって定められている環境基準値が異なります

※表示している内容は素案であり、確定していることではない
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No.1 No.2 No.3 No.4

昼間１F高さ 54ｄB 56ｄB 68ｄB 56ｄB

夜間１F高さ 50ｄB 52ｄB 64ｄB 51ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間１F高さ

夜間１F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：70ｄB

夜間：65ｄB

No.1 No.2 No.3 No.4

昼間２F高さ 61ｄB 64ｄB 68ｄB 64ｄB

夜間２F高さ 57ｄB 60ｄB 64ｄB 60ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間２F高さ

夜間２F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：70ｄB

夜間：65ｄB

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓓ

No.1 No.2 No.3 No.4

昼間１F高さ 53ｄB 55ｄB 61ｄB 55ｄB

夜間１F高さ 49ｄB 51ｄB 57ｄB 51ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間１F高さ

夜間１F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：60ｄB

夜間：55ｄB

No.3のみ

昼間：65ｄB

夜間：60ｄB

No.1 No.2 No.3 No.4

昼間２F高さ 54ｄB 55ｄB 62ｄB 55ｄB

夜間２F高さ 50ｄB 51ｄB 57ｄB 51ｄB

40ｄB

45ｄB

50ｄB

55ｄB

60ｄB

65ｄB

70ｄB

昼間２F高さ

夜間２F高さ

環境基準値（赤線）

昼間：60ｄB

夜間：55ｄB

No.3のみ

昼間：65ｄB

夜間：60ｄB
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